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せたな町教育委員会事務事業評価表 

（平成２４年度事業対象） 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年 ６月 

せたな町 教 育 委 員 会 



1 点検・評価の目的 

 

  平成１９年６月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が改正

され（平成２０年４月１日施行）、教育委員会は毎年、その権限に属する

事務の管理及び執行の状況について点検・評価を行い、その結果に関する

報告書を作成して議会に提出・公表することとされました。 

  せたな町教育委員会では、平成２０年度から法改正の趣旨である効果的

な教育行政の推進に資するとともに、町民の皆様への説明責任を果たすた

め、学識経験者の知見を活用した教育委員会の点検・評価を実施していま

す。 

 

２ 点検・評価の項目 

  平成２４年度で実施した教育委員会の施策・事業について、その目的、

実施状況、成果、今後の課題について、教育委員会各主管課及び教育委員

会による内部評価を行いました。 

 

３ 外部評価 

  点検・評価の実施にあたっては、点検・評価の客観性を確保するため、

教育に関し学識経験を有する外部の方（外部評価委員）からご意見をいた

だきました。 

      

 ○外部評価委員 

岩 田     勇  

濱 口 幸  登  

 東  間 千景子 

 千 葉 憲  之  

瀬棚郵便局長 

元宮野郵便局長 

ふあーみんぐＣＯＷＳＵＮＳ代表  

元北檜山中学校 PTA 会長  

（瀬棚区本町） 

（大成区宮野） 

（北檜山区松岡） 

（北檜山区豊岡） 

 ○評価指標 

      （Ａ）十分達成されている。 

      （Ｂ）おおむね達成されている。 

      （Ｃ）やや不十分である。 

      （Ｄ）不十分である。 



平成２５年度 

教育委員会事務事業に係る外部評価表 

（平成２４年度事業対象） 

 

 

    ○実施日 平成２５年６月１１日（火）午後２時 

    ○場 所 せたな町役場第１会議室 

    ○外部評価委員 

         瀬棚区本町   岩田  勇 

         大成区宮野   濱口 幸登 

         北檜山区松岡  東間千景子 

         北檜山区豊岡  千葉 憲之 

 



平成２５年度せたな町教育委員会（学校教育）実施事業評価一覧表 （平成２４年度事業対象） 

学校教育 NO.1 

事務事業（評価項目） 実施状況 自己評価（成果と課題） 外部評価委員意見 
評価 

H23 H24 

１ 教育委員の活動 

○ 委員会の開催(10 回) 

○ 学校訪問(全 13校､幼稚園) 

○ 全道・管内研修会出席 

委員会での案件審議、学校訪問での意見交換、研修会への

参加など活動が円滑に行われた。 
自己評価どおりで良い Ａ Ｂ 

２ 学校経営の円滑な推進 

○ 定例校長会議における教育長示達 

○ 各月毎の学校経営の重点及び学校経営報告

書の提出 

○ 教育課程の適正な管理及び新学習指導要領

の実施 

○ 平成 25 年度の学校統合に向けた諸準備の推

進（長磯小学校） 

○ 平成 24 年度の閉校に向けた諸準備の推進

（瀬棚商業高等学校） 

○ 教職員の服務規律保持の指導 

○ 生涯学習指導主事の学校訪問（各期毎） 

○ 定例校長会議においては、教育長の示達を行う中で教育

行政執行方針の具体化に努めた。 

○ 各学校から「毎月の学校経営の重点と経営報告書」、１．

２学期末には「学校運営に係る自己点検表」、３学期に

は「教育執行方針達成度調査」の提出を求め、各校の実

践事項や実情の把握に努めた。 

○ 小学校は、新学習指導要領の円滑な実施とその充実に、

中学校も今年度から全面実施となった新学習指導要領

の適正実施に努めた。 

○ 長磯小学校においては、学校統合に向け久遠小学校の児

童・保護者・教職員とで修学旅行や授業交流、保護者説

明会など各種交流が円滑に行われた。 

○ 学校閉校に向け、教育委員会と連携を取りながら閉校へ

の事業が円滑に進められた。また、最後の卒業生となる

11 名も、進路が決まり、無事３月の卒業式を迎えるこ

とができた。 

○ 教職員の服務規律等の厳守については、定例校長会議・

教頭会議の中で資料を用いて指導を行った。 

○ 指導主事の学校訪問は、各学期計(27 回)、必要に応じ

て随時、教育局指導主事訪問時(20 回)に実施し、学校

経営・学習指導・生徒指導等に関わる指導・助言を行っ

た。 

自己評価どおりで良い Ｂ Ａ 

３ 学力の向上対策 

○ 全国学力・学習状況調査及び町独自の標準学

力調査を実施 

○ 「せたな町学力向上改善プラン」に基づく学

○ 各学校においては、年度当初実施の標準学力検査や全国

学力・学習状況調査の結果を踏まえ、教育委員会作成の

「せたな町学力向上改善プラン」をもとに全学校で学校

自己評価どおりで良い Ｂ Ｂ 



習指導の改善 

○ 読書習慣の確立に向けた取り組みの推進 

○ 家庭と連携した家庭学習の習慣化について

は、教委配付の「家庭学習の手引き」、「家庭

学習のすすめ」を参考に、各学校で取り組み

が進んだ。 

○ 長期休業中や放課後の学習指導、チャレンジ

テスト問題などの取り組みについても、学校

の実態に合わせて行われた。 

○ チャレンジテスト・トライやるウィークへの

参加 

○ 久遠小学校に教員免許を持った学習支援員

を配置し、複式学級の指導に当たらせた。 

独自の「学力向上改善プラン」を作成し、学習指導等の

改善に取り組んでいた。 

○ 全国学力・学習状況調査については、採点結果を分析し、

日常の学習指導や各学校の「学力向上改善プラン」に生

かしていた。 

○ 教委作成の「家庭学習の手引き」や「家庭学習のすすめ」

により家庭と連携しての取り組みが進められた。また、

各校でも、学校独自の手引を作成するなど工夫した取り

組みが行われていた。 

○ 春、秋、春に行われた「チャレンジテスト・トライやる

ウィーク」には、全校で参加し、長期休業中の学習日の

設定(平均 6回)や放課後学習にと、各校工夫しながら学

力向上に取り組んでいた。 

○ 人数が多い複式学級において、間接授業時の児童の疑問

やつまづきに適切に対応することができ、学習への理解

度を深めることができた。 

４ 道徳教育の推進 

○ 道徳教育推進教師の校務分掌への位置付け

と役割の明確化 

○ 「道徳の時間」の改善・充実に向けての指導 

○ 「心のノート」の活用と指導の充実 

○ 参観日等における「道徳の時間」の授業公開 

○ 道徳教育推進教師については、町内全校で校務分掌に位

置付けられ、その役割についても共通理解が図られた。 

○ 「心のノート」を活用した「道徳の時間」の改善・充実

については、町内全校において日常実践及び校内研修等

で取り組みがされた。 

○ 参観日等における「道徳の時間」の授業公開については、

年間計画に位置付けられ、全校で公開され、学校と家庭

での連携した取り組みが進められた。 

自己評価どおりで良い Ｂ Ｂ 

５ 特別支援教育の推進 

○ 特別支援教育コーディネーターの校務分掌

への位置付けと校内支援委員会の開催（全

校） 

○ せたな町特別支援教育連携協議会の開催(Ｈ

24.6.22) 

（特別支援教育における関係機関との連携

組織の確認。「個別の教育支援計画及び指

導計画」の作成手順・様式・留意点等につ

○ 教育上特別の支援を必要とする児童生徒に対して、特別

支援教育コーディネーターを中心に校内支援委員会や

校内研修会を開催し、他の職員との共通理解を基に連携

して日常生活の指導や学習支援が行われた。 

○ 特別支援教育連携協議会の組織の役割が明確になり、関

係機関からの協力体制が整えられている。当該校におい

ては、特別支援学級在籍者を中心に、長期的支援を見据

えた「個別の教育支援計画」の作成、及び「個別の指導

自己評価どおりで良い Ｂ Ａ 



いて確認と作成時における課題の交流。） 

○ 「特別支援教育支援員」の配置 

 

計画」の作成が進められた。 

○ 連携協議会は、6 月 22 日に開催され、各校の特別支援

教育の推進状況や課題等が交流された。 

○ 教育委員会提供の「児童・生徒の学習・行動面に関する

困難を調べるチェックリスト」の活用も進められ、」高

機能自閉症・ＬＤ・ＡＤＨＤなどの気づきに役立てられ

た。 

○ 特別支援教育支援員は、町内 1 園 3 校に計 7 名が配置さ

れ、特別な支援を要する児童生徒の生活・学習支援を行

い、児童生徒のつまづきなどに随時対応することができ

た。 

（北檜山幼稚園 2 名､北檜山小学校 2 名､若松小学校 1

名､瀬棚中学校 2 名） 

６ 外国語指導助手の派遣 

○ 外国語指導助手の派遣 

・ 中学校は週１回（瀬棚中･･･火曜日､北

檜山中･･･水曜日､大成中･･･木曜日） 

・ 小学校は原則として月１回(5･6 年外国

語活動の時間) 

○ 昨年度８月から新しい外国語指導助手（ＡＬＴ）を迎え、

各中学校へ週１回派遣した。各校では、教科担任とＡＬ

Ｔが打ち合わせて活動の年間計画を立て、学習が進めら

れた。 

○ 昨年度から５・６年の外国語活動が必修となったため、

小学校には原則月１回派遣し、児童が楽しみながら英語

語学力を養うための指導がなされた。また、希望する小

学校については、ＡＬＴの空き時間を活用して追加派遣

をし、コミュニケーション能力の素地を養う一助とし

た。 

自己評価どおりで良い Ａ Ｂ 

７ 生徒指導の充実 

○ 各学校での全教職員による生徒指導体制の

確立 

○ 道のスクールカウンセラー派遣（拠点校：北

檜山中学校・週１回） 

○ スクールソーシャルワーカーの配置（拠点

校：北檜山中学校・週３回） 

○ 生涯学習指導主事への相談（学校訪問及び随

時） 

○ 各学校においては、教委発行のいじめへの対応「教職員

ガイドライン」をもとに、管理職を中心に組織的な対応

が進められた。 

○ 教委では「学校不適応対策指導資料」(1～7 号）を発行

し、不登校対策、中１ギャップ、小１プロブレム、いじ

め対策等の研修と指導を行った。 

○ いじめ対策については、全校で年間最低２回「いじめア

ンケート」と教育相談が実施され、未然防止・早期発見・

早期対応の取り組みが行われた。 

自己評価どおりで良い Ｂ Ｂ 



○ 今年度のいじめ認知件数は３件（小学校）あったが、い

ずれも深刻な内容ではなく、早期対応により解決され

た。 

○ 今年度も道のスクールカウンセラー派遣の継続に加え、

昨年度からスクールソーシャルワーカーを北檜山中学

校に配置し、学校と連携して不登校生徒の対応に当たっ

た。 

○ 今年度の町内の不登校児童・生徒数は、11 名(小学校 4

名､中学校 7名)であった。 

 （不登校解消 小学生 1 名､解消気味 小学生 2 名､中学生

1 名） 

○ 町教委では、毎月不登校児童生徒の状況について報告を

求め、実態把握に努めるとともに、町指導主事が指導主

事訪問時や必要に応じて各校を訪れ、いじめ・不登校に

ついての情報収集や対応等について指導助言を行った。 

８ 教職員の資質能力の向上 

○ 各学校における校内研修の促進 

 （檜山教育局指導主事及び町指導主事による学

校指導訪問） 

○ せたな町教育研究会の充実 

 （町教育研究大会の開催、今金町との２町授業

交流会、サークル活動の活発化） 

○ 町内各種教育団体への支援 

 （生徒指導連絡協議会、特別支援学級教育研究

会、へき地複式教育研究会等） 

○ 北海道教育研究所、檜山教育局主催の研修講

座への参加 

 

 

 

 

 

 

○ 各学校では、年間計画に沿って校内研修を推進してお

り、各校研修部を中心に平均 11.4 回実施された。 

○ 教育局指導主事及び町指導主事による学校指導訪問は、

予定どおり進められ、各校の経営状況や児童生徒の実態

把握、その後の指導・助言に大いに役立った。 

○ 町教育研究会及び町内各種教育団体の活動は、予定どお

り活発に行われ、教職員の資質向上に寄与した。 

○ 各種研修事業については、ミニ道研、学力向上に関する

研修会、生徒指導研など積極的な参加がみられた。 自己評価どおりで良い Ｂ Ｂ 

 



学校教育 NO.２ 

事務事業（評価項目） 実施状況 自己評価（成果と課題） 外部評価委員意見 
評価 

H23 H24 

９ 食育教育の推進 

○ 「栄養教諭を中核とした食育推進事業」 

・ 学校の要望に応じて学校栄養教諭を派遣し

ての「食に関する指導」 

・ 食生活実態把握のための「アンケート調査」

（全校） 

・ 食の安全性の認識を図る給食試食会 

・ 「食育講演会」の開催 

○ せたな町食育推進検討委員会(10月10日､12

月 3日試食会を含む､2月 5日) 

○ 児童生徒の学校給食センター見学 

○ 学校給食だよりの発行（毎月） 

○ 安全安心な地元食材の活用 

○ 小学校 7 校､中学校 1 校で栄養教諭による食育教育を中

心とした「食の指導」を実施したことで、児童生徒の食

に対しての意識を高めることができた。 

○ 町内全校を対象とし「食に関するアンケート調査」を実

施したことで、児童生徒の食生活の実態や課題が明らか

になった。 

○ 食育講演会を実施したことで、食育の大切さについて意

識啓発を図ることができた。 

○ せたな町食育推進検討委員会において、児童生徒の食に

関する意識を高める方策について充実した話し合いを

進めることができた。 

○ ＰＴＡや地域と連携した地元食材を使った調理実習も

開催されるなど、各校で工夫された食育教育が推進され

ていた。 

自己評価どおりで良い Ａ Ａ 

１０ 幼児教育の充実 

平成 24年度入園児童数 45 名 

（3歳児 10 人 4 歳児 16 人 5 歳児 19 人） 

 園生活を通して、友だちと関わりながら基本的な生活習慣

や道徳性を身につけるなど、就学前幼児教育がなされてい

る。また、特別支援を必要とする園児には、保護者の同意を

得ながら特別教育支援員２名を配置し、個に応じた支援を行

った。 

自己評価どおりで良い Ａ Ａ 

１１ 高校教育 

平成２４年度生徒数 ３年生 １１名 

 特色ある教育活動の実践 

（１） 瀬・ショップ２０１２（販売実習） 

（２） 学習成果発表会 

（３） ボランティア等社会貢献活動（交通安

全キャンペーン・高齢者宅訪問など） 

（４） 国際理解教育（ハンフォード西校との

交流） 

○ 本年度で閉校となるが、３年生１１名の少人数の中で

「情報教育」「キャリア教育」「国際理解教育」を三本柱

とした実践的な教育活動が展開されていた。 

○ また、特色ある学校行事（実習販売・海洋スポーツ・ボ

ランティア活動など）を通して、自主性や社会性を身に

付ける教育活動が行われていた。 

○ 最後の卒業生である１１名も、全員進路が決定し、無事

卒業することができた。 

自己評価どおりで良い Ａ Ａ 



１２ 学校検診事業の充実 

○ 児童生徒内科検診 667 名実施 

○ 児童生徒尿検査    674 名実施 

○ 児童寄生虫卵検査  239 名実施 

○ 児童生徒歯科検診  663 名実施 

○ 児童生徒心臓（心電図）検診  134 名実施 

○ 児童生徒耳鼻咽喉科検診  357 名実施 

○ 中体連駅伝選手心臓検診  45 名実施 

○ 児童生徒眼科検診   629 名実施 

 学校と関係機関との連携の下で、学校保健法に定められて

いる各種検診を計画的に実施し、児童生徒の健康管理に努め

た。 

自己評価どおりで良い Ａ Ａ 

１３ 
地域に開かれた学校づくり

の推進 

○ 経営方針の説明、学校だよりの配付 

○ 学校評議員の委嘱 

○ 学校関係者評価委員（外部評価委員）による

学校評価 

○ 学校支援地域ボランティアの人材を外部講

師として招聘 

○ 各校では、年度当初の参観日等で経営方針の説明を行う

とともに、学校だより等で日常の様子を保護者や地域に

知らせた。 

○ 学校評議員・学校関係者評価委員の視点から、学校経営

等について意見をいただき、地域の意向を把握した学校

運営が行われた。 

○ 学校支援地域ボランティアについても、各校の計画に沿

って進められていた。 

○ 学校評価については、自己評価（学校評価、児童・生徒

評価、保護者評価等）・学校関係者評価が実施され、そ

れらの結果については、ＰＴＡや参観日、学校だより等

を用いて公表された。 

自己評価どおりで良い Ａ Ａ 

１４ 子どもの安全確保 

○ 各学校での「危機管理マニュアル」及び「火

災や地震時の防災訓練」の点検・見直し、及

び学校の立地条件に応じた火災・地震・津

波・洪水などの実践的な対処や訓練が実施さ

れていた。 

○ 交通安全教室・防犯教室・薬物乱用防止教室

等の実施。 

○ 各区毎に地域の関係機関・団体との情報交換

を行い、町内安全パトロールの実施。 

 （子どもの安全を守る連絡協議会～夏休み前に 

開催） 

  (生徒指導連絡協議会～各学校の決まり確認、

○ 教委発行の「学校危機管理の分類表」及び「危機管理資

料（各校の標高・海岸からの距離）」をもとに、各学校

における「危機管理マニュアル」の点検と見直しが行わ

れ、災害時においての立地条件に即した対処・訓練が行

われた。 

○ 各学校では、防犯訓練・防犯教室・薬物乱用防止教室

（中・高）など実際の場面に即した訓練を実施すること

で、危機管理下における児童生徒の安全確保を図った。 

○ 各区内の関係機関・団体と連携しながら、登下校時や帰

宅後の安全指導及び祭典時の巡回指導などに努めた。 

○ 町建設水道課や関係機関と連携し、町内各小学校の通学

路の点検をし、危険個所にカーブミラーを設置するな

自己評価どおりで良い Ｂ Ｂ 



子どもの様子等の情報交流、研修会の開催) 

○ 町内各小学校の通学路の安全点検 

ど、児童の登下校の安全を図った。 

１５ 児童生徒への就学援助 

経済的援助を必要とする世帯への援助 

○ 要保護世帯 小学生 6世帯 7名 

        中学生 6世帯 8名  

    計       12 世帯 15 名   

○ 準要保護世帯 小学生 36 世帯 47 名 

                  中学生 23 世帯 25 名 

        計               59 世帯 72 名 

○ 学校と連携のもとで、経済的援助を必要とする世帯に対

して学用品費・修学旅行費等への支援を行った。 

○ 就学援助の項目が平成２４年度から対象項目が増えた

が、本町も直ぐに補正予算で対応し、保護者に負担がか

からないよう配慮した。 

自己評価どおりで良い Ａ Ａ 

学校教育 NO.３ 

事務事業（評価項目） 実施状況 自己評価（成果と課題） 外部評価委員意見 
評価 

H23 H24 

１６ 学校教育環境の整備充実 

○ 瀬棚小学校正面玄関入口改修 

○ 久遠小学校体育館トイレ一部洋式改修 

○ 大成中学校体育館暗幕購入 

○ 建築後２５年～３０年を経過する学校が多く老朽化が

進んでいるが、児童生徒が安全安心な学校生活を送るた

め、必要箇所の修繕については随時実施し適正な維持管

理に努めた。 

○ 瀬棚中学校の耐震化計画については、町と確認し次年度

に予算化することで決まった。 

自己評価どおりで良い Ｂ Ｂ 

            （評価指標） Ａ 十分達成されている  Ｂ おおむね達成されている  Ｃ やや不十分である  Ｄ 不十分である 

 

 



平成２５年度せたな町社会教育行政推進事業実施評価一覧表（平成２４年度事業対象） 

№１ 

■生涯学習を促進する社会教育活動（１） 

評価項目（事務事業） 
実  施  状  況 

自 己 評 価 意     見 
評価 

北檜山区 大成区 瀬棚区 H23 H24 

1 生涯学習講座 
（青少年健全育成） 

○性に関する講話会 
（9/10北檜山中学校）  

○性教育講演会 
（11/7瀬棚中学校） 

・中学生の発達段階に合わせた、生活課題解決の 

ための学習機会となり、継続して取り組まれて 

いる。 

・学校からの要望に応じたプログラム実施が主と 

なり進められるため、生徒の実態が把握できる 

取り組みとなっている。 

・町内中学校及び高等学校を対象とした取り組みで

あるが、小学校からの要望がある場合は予算の 

範囲内で受け付けたい。 

・自己評価どおりで良い 
・今後も継続して進められたい 

Ａ Ｂ 

2 生涯学習講座 
（地域課題解決） 

◎ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ研修会 
（3/21ふれあいﾌﾟﾗｻﾞ）  

◎環境教育講座 
（6/15瀬棚ふれあいｾﾝﾀー ） 

・道内の先進地である、岩見沢市の取組事例を参考

に「家庭・学校・地域・図書館等」が一体となっ

て取り組める体制づくりや新しい手法（読書法：

アニマシオン）を学ぶことができた。（ﾌﾞｯｸ） 

・他町、他管内で取り組まれている参考事例を活用

していくための体制づくりが必要。（ﾌﾞｯｸ） 

・読書活動を推進するためには、各関係機関の理解

と連携協力体制が必要。（ﾌﾞｯｸ） 

・自己評価どおりで良い 
・今後も継続して進められたい 

B Ｂ 

3 学校開放講座 
（高等学校、小中学校）  ◎小学生水泳教室 

（7/31,8/1大成中学校） 
◎ﾊﾟｿｺﾝ活用教室 
（10/18-10/30瀬棚商業高校） 

・実施要望のある学校が限定されてきており、町内

全体での広がりが見られない。 

・本講座の趣旨目的や具体的な取り組みの理解を 

得るため、各学校へ出向き、直接的にＰＲして 

いく必要がある。 

・学校の形態や職員体制、教員の意識などにより 

取り組み状況に差異がある。 

・自己評価どおりで良い 
・今後も継続して進められたい 

Ｂ Ｂ 

4 ふるさと学習講座  

○春の自然観察会 
（5/12貝取澗渓谷） 
◎冬の野鳥観察会 
（2/23大成区内一円） 

 

・ふるさと再発見のための体験活動プログラムと 

して継続的に実施されている。 

・子どもから大人まで、自然体験に興味のある住民

が多いことが把握できる。 

・野草や野鳥など、町内各区に多く存在する教育 

資源を活用した継続的なプログラムを計画し、 

シリーズ化を視野に入れた取り組みを進めて 

いきたい。 

・自己評価どおりで良い 
・今後も継続して進められたい 

Ｂ Ｂ 

5 学びあいﾈｯﾄﾜｰｸ交流事業 
（地域学習講座） 

○冬の健康づくり講座 
（2/18丹羽家政学級） 
○料理教室 
（3/5北檜山地区） 
○絵手紙教室 
（3/8丹羽家政学級） 
○ｱﾚﾝｼﾞ「書」講座 
（3/12丹羽家政学級） 
◎刻字講座 
（3/30～31若松地区） 

○介護保険制度を学ぶ 
（2/25宮野地区） 

 

・町内外や地域内での人材発掘や人材活用を進める

ことができている。 

・自発的な学習相談や要望が多く、学習意欲の高ま

りを感じられる地域もあるが、町内全体では取り

組みに偏りがある。 

・事業予算は十分に計上しているが、地域住民の 

理解が得られておらず、事業ＰＲが不足している

感がある。 

・自己評価どおりで良い 
・町民周知を徹底し事業の充実に 
努められたい 

Ｃ Ｂ 

6 学校支援事業 ○３７ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
（小学校３校、中学校１校） 

○２６ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
（小学校２校、中学校１校） 

○３４ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
（小学校３校、中学校３校） 

・学校と地域が一体となった動きとなってきて  

いる。 

・学校支援ボランティアと学校が、直接連絡調整 

できる体制が整ってきており、学習相談体制が 

充実してきている。 

・自己評価どおりで良い 
・学校との連携を密にし効果的な事業
の推進に努められたい 

Ａ Ａ 



平成２５年度せたな町社会教育行政推進事業実施評価一覧表（平成２４年度事業対象） 

№2 

■生涯学習を促進する社会教育活動（２） 

評価項目（事務事業） 
実  施  状  況 

自 己 評 価 意     見 
評価 

北檜山区 大成区 瀬棚区 H23 H24 

７ 地域学習の促進 ＮＯ，５ 再掲 

8 ＰＴＡ・女性団体支援 
◎町ＰＴＡ連合会補助 
◎町女性団体連絡協議会補助 
○北檜山区女性団体支援 

○大成区女性団体支援 ○瀬棚区女性団体支援 

・団体会員相互の研修活動等は計画的に進められて

いる。 

・学習機会の提供や連携事業の実践など、自発的な

活動への支援ができている。 

・団体運営を把握しながら、現状に応じた組織の 

見直しなどを視野に入れていく必要がある。 

（支部統合制から団体の完全統合や１本化への 

移行など：女性団体） 

・自己評価どおりで良い 
・今後も継続して進められたい 

Ｂ Ｂ 

9 高齢者大学 
◎町高齢者大学 
（合同事業／入学式・ﾚｸ交流、  

修学旅行・修了式） 

○北檜山いきがい学園支援 

○大成くおん大学支援 ○瀬棚寿大学支援 

・各区それぞれの特色を活かした活動が計画的に 

進められている。 

・全町事業も年間4プログラム実施され、区を越え

た学生相互の交流が図られている。 

・将来的な各区大学の動きや取り組み、体制づくり

等を検討していく必要がある。（大学の統合・  

学生の減少や高齢化） 

・自己評価どおりで良い 
・今後も継続して進められたい 

Ａ Ａ 

10 社会教育施設の整備充実 
○青少年女性研修所 
○青少年ｾﾝﾀｰ 
○情報ｾﾝﾀｰ 
○北檜山郷土資料室 

○大成図書館 
○大成郷土館 
○大成青少年会館 

○瀬棚図書ｾﾝﾀｰ 
○瀬棚郷土館 
○瀬棚児童会館 

・年間計画・月間計画により各施設の有効活用が 

図られ、利用要望に適切に対応している。 

・施設の老朽化により、大規模な改修が必要な施設

も多い。 

・計画的な改修（修繕）や必要に応じて施設の   

統廃合を検討する必要がある。 

・自己評価どおりで良い 
・今後も計画的な整備に努められたい 

Ｂ Ｂ 

11 図書館事業の充実 

○情報ｾﾝﾀｰ（H24実績） 
 ・蔵書数  23,845冊 

 ・利用者数  4,005人 

◎図書館ｼｽﾃﾑ本格稼働 
◎ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ事業（継続実施中） 

○大成図書館（H24実績） 
 ・蔵書数  30,280冊 

 ・利用者数  4,635人 

◎図書館ｼｽﾃﾑ本格稼働 
◎ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ事業（継続実施中） 

○瀬棚図書ｾﾝﾀｰ（H24実績） 
 ・蔵書数  9,594冊 

 ・利用者数  3,806人 

◎図書館ｼｽﾃﾑ本格稼働 
◎ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ事業（継続実施中） 

・各図書施設での計画的な事業や催しが進められて

おり、定期的な情報発信もされている。 

・自町の取り組みだけではなく、近隣町（今金町）

との連携した事業実践が行われ、効果的なものと

なってきている。 

・図書館システムの導入及び稼働により、担当者の

負担も軽減され、来館者への円滑なサービスが 

提供されている。 

・各図書施設が充実した取り組みとなるよう、町内

（３区）図書施設の連携した体制づくりや事業 

実施が必要。 

・自己評価どおりで良い 
・町民の理解を得るために、住民周知
やＰＲ等を徹底し事業の充実に努め
られたい 

Ｂ Ｂ 

 

 

 

 



平成２５年度せたな町社会教育行政推進事業実施評価一覧表（平成２４年度事業対象） 

№3 

■青少年の健全育成 

評価項目（事務事業） 
実  施  状  況 

自 己 評 価 意     見 
評価 

北檜山区 大成区 瀬棚区 H23 H24 

12 家庭教育学級 
子育て学級    

・学校や家庭内での子どもの様子（状況把握）など

を知るための親の学習機会（情報交流）として 

設定する必要がある。 
・学校単位ではなく、区単位での取り組みが進めや

すいのか、関係機関と協議する必要がある。 
（＊一昨年前に実施した、ｷｬﾗﾊﾞﾝ隊のようなｽﾀｲﾙ） 

・自己評価どおりで良い 
・学校へのプログラムを提供しながら
今後も継続して進められたい 

Ｃ Ｄ 

13 リーダー養成 

◎児童生徒の宿泊研修事業 
「ﾌﾛﾝﾃｨｱ･ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰ」 
（7/28-30札幌方面） 
◎北海道ｼﾞｭﾆｱﾘｰﾀﾞｰｺｰｽ派遣 
（7/30-8/1ﾈｲﾊ ﾙ゚森） 
 ２名派遣（北檜山中３年生） 

  

・体験活動の促進やジュニアリーダーの養成など、

目的が達成されている。 
・瀬棚商業高等学校の閉校により、サブリーダーの

担い手を全面的に檜山北高校へ依頼することと

なるが、リーダーの選出や連携した体制づくりに

ついて、進めていく必要がある。（ﾌﾛﾝﾃｨｱ） 

・自己評価どおりで良い 
・今後も継続して進められたい Ａ Ａ 

14 休日活動の促進 
放課後対策事業  

○社会教育団体交通安全街頭啓発 

 (7/7平浜海岸道の駅付近) 

○親子釣り大会 
（5/20懸かり島） 

○ﾌﾟｰﾙでOP ﾖｯﾄ体験会 

（6/16 B&Gﾌﾟｰﾙ） 

○ﾏﾘﾝｽﾎﾟｰﾂ体験 

（7/7 B&G艇庫） 

○ｶﾇｰ川下り体験 

（9/2 B&G艇庫） 

○親子凧揚げ大会 

（11/25漁火公園） 

・児童生徒の体験活動の促進を図り、様々な分野で

の実践活動が展開された。 
・全町児童を対象とする事業において、実施区以外

の児童の参加が少ないため、各事業を実施する 

際の周知に工夫する必要がある。 ・自己評価どおりで良い 
・今後も継続して進められたい Ｂ Ｂ 

15 子ども育成会等青少年育
成団体への支援 

◎町子ども育成会連絡協議会 

補助 

○親子ふれあい推進事業 
「ﾐﾆﾐﾆ大運動会」 

（3/3大成中学校体育館） 
 

・親子ふれあい推進事業においては、継続実施され

ており、好評な取り組みとして定着してきて  

いる。（ﾐﾆﾐﾆ） 
・各区子ども会の活動が中心となり、せたな町子連

としての交流事業がカルタ大会のみとなって 

いる。（子連） 

・自己評価どおりで良い 
・今後も継続して進められたい Ｂ Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２５年度せたな町社会教育行政推進事業実施評価一覧表（平成２４年度事業対象） 

№4 

■芸術・文化の振興 

評価項目（事務事業） 
実  施  状  況 

自 己 評 価 意     見 
評価 

北檜山区 大成区 瀬棚区 H23 H24 

16 趣味教養講座 

◎篆刻・刻字講座 
（4/7～8ふれあいﾌ゚ ﾗｻﾞ） 
◎篆刻講座（第2回目） 
（7/14ふれあいﾌﾟﾗｻﾞ） 
◎刻字講座（第2回目） 
（11/25ふれあいﾌ ﾗ゚ｻﾞ） 
◎子ども英会話教室 
（4/25～3/13町民体育館） 
○初心者英会話教室 

（5/10～3/28ふれあいﾌ゚ ﾗｻﾞ） 

○新春書初め大会 
(1/7大成中学校体育館) 

 

・一般成人の新たな趣味拡充に向けたプログラムを

実施することができた。（篆刻・刻字講座） 
・町内外で実施されている、様々なプログラムを 

取り入れながら、広域的な学習活動を提供して 

いきたい。 
・子どもから大人まで、大変好評で満足度の高い 

プログラムであることから、今後も継続して実施

していきたい。（英会話教室） 

・自己評価どおりで良い 
・今後も継続して進められたい Ｂ Ｂ 

17 

文化団体 ◎町文化協会補助   ・各区ごとに計画的に実施されており、文化活動者

の成果を発表する機会として継続した取り組み

となっている。 
・芸能発表の部では、各区それぞれで出演団体や 

演目などのジャンルが偏りがちな部分もある 

ことから、将来的に実施方法を検討していく必要

がある。 
（＊実施状況を把握しながら、芸能発表会を統一 

するなどの見直しも必要） 

・自己評価どおりで良い 
・今後も更なる充実に期待する Ａ Ａ 

町民文化祭実行委員会 
○作品展示 
（11/3-4ふれあいﾌ゚ ﾗｻﾞ） 

○芸能発表会 

（11/18ふれあいﾌ ﾗ゚ｻﾞ） 

○作品展示 
（11/3-5大成町民ｾﾝﾀｰ） 
○芸能発表会 

（11/10大成町民ｾﾝﾀｰ） 

○作品展示 
（11/3-5海洋ｾﾝﾀｰ体育館） 

○芸能発表会 
（11/11瀬棚町民ｾﾝﾀｰ） 

18 芸術鑑賞機会の提供 

◎文化講演会 
「渡部陽一講演会」 
（8/27ふれあいﾌﾟﾗｻﾞ） 

◎北海道巡回小劇場 
（児童劇：劇団風の子） 
「12の月の物語」 
（9/5町民体育館） 

町内全小学校児童対象 

 
◎北海道歌旅座公演 
（7/1瀬棚町民ｾﾝﾀｰ） 

・各事業の参加人員から把握できるが、芸術鑑賞 

事業は住民から多くのニーズがある。 
・住民が身近に接する芸術鑑賞機会が非常に少ない

ことから、芸術文化活動の促進を目的に、継続 

した事業開催や予算獲得に向けて進めていく 

必要がある。 

・自己評価どおりで良い 
・今後も鑑賞機会の提供に努めれたい Ｂ Ａ 

19 文化財の保護・活用 

○町指定文化財 
 ・青い目の人形 

 ・阿波浄瑠璃人形 

 ・兜（明珍信家作） 

※青い目の人形貸出

（七飯町10/31-11/7） 

○町指定文化財 
 ・久遠神楽 

○町指定文化財 
 ・荻野吟子遺品資料 

 ・南川遺跡出土遺物 

・町で保有している、有形無形文化財の保護に今後

も継続して努めていきたい。 
・ふるさと学習を進める目的から、文化財を知る 

ための学習機会提供やＰＲなど検討していき 

たい。 

・自己評価どおりで良い 
・今後も継続して進められたい Ｂ Ｂ 

20 郷土芸能団体支援 
◎町郷土芸能団体連絡協議会 
補助 

○二俣風神太鼓保存会 
○浮島竜神太鼓保存会 

○久遠神楽保存会 
○北海久遠太鼓保存会 

○松前神楽瀬棚保存会 
○三杉太鼓保存会（休会） 

・各団体で積極的な各種イベント等への参加が  

あり、団体の自主活動（発表）が進められている。 
・将来に向けた、新規会員の発掘や後継者育成等が

進められていない。 

・自己評価どおりで良い 
・今後も継続して進められたい Ｂ Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 



平成２５年度せたな町社会教育行政推進事業実施評価一覧表（平成２４年度事業対象） 

№5 

■スポーツの振興（１） 

評価項目（事務事業） 
実  施  状  況 

自 己 評 価 意     見 
評価 

北檜山区 大成区 瀬棚区 H23 H24 

21 健康づくり促進事業 
健康づくり講座 

◎健康づくり講座 
「軽い運動とﾐﾆｹﾞー ﾑ：高齢者対象」 

（9/26町民体育館） 

◎町民歩こう会 

（9/8大成会場） 

◎町民歩こう会 

（10/24瀬棚会場） 

・秋の健康づくり促進に向けた取り組みとして継続

的に実施されており、住民のニーズも高いことが

把握できることから、今後も引き続き実施して 

いきたい。 
・北檜山区、瀬棚区での開催においては、例年参加

者が少なく、散策コースが定まっていない。 
・事業集約や経費節減など、効果的な事業実施と 

するため、１会場での開催を検討していきたい。 
（＊継続実施されている大成会場をメインに開催） 

・自己評価どおりで良い 
・今後も継続して進められたい Ｂ Ｂ 

22 スポーツ専門講座   
◎ｽﾎﾟｰﾂ専門講座 
「ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ：一般成人対象」 

（12/15 Ｂ＆Ｇ体育館） 

・スポーツ活動者の目的（体力・筋力向上）に応じ

たプログラムを設定することができ、活動の一助

とすることができた。 
・専門的なメニューを取り入れながら、年間数回 

での段階的なプログラムをしていきたい。 

・自己評価どおりで良い 
・今後も継続して進められたい Ａ Ｂ 

23 町民スポーツ大会 
区民スポーツ大会 

◎町民ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会 
（9/2ｽﾎﾟｰﾂ公園） 
◎子どもﾁｬﾚﾝｼﾞ祭り 
（10/8町民体育館） 

◎町民ｽｷｰ大会 

（2/10丹羽ｽｷｰ場） 

◎町民駅伝競走大会 
（10/6大成区内ｺｰｽ） 

○大成区ｽｷｰ大会 

（1/26大成ｽｷｰ場） 

○町内対抗ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会 

（9/26-27 B&G体育館） 

・年間での予定事業が計画通りに進められており、

スポーツ活動の促進が図られている。 
・多くの住民が気軽に参加できるプログラム（種目）

が実施されている。 
・これまでの実施状況を検証しながら事業の見直し

や新たな取り組みを視野に入れて進めていき 

たい。 

・自己評価どおりで良い 
・今後も継続して進められたい Ａ Ａ 

24 各種スポーツ教室 

◎少年少女水泳教室 
（7/30-8/3町民ﾌﾟ ﾙー） 

○初心者ｽｷｰ教室 

（1/14-16丹羽ｽｷｰ場） 

○ｽｷｰ教室 

（1/15～24大成ｽｷｰ場） 

○子ども水泳教室 
(7/25,27,30 B&Gﾌﾟー ﾙ) 

○複式小学校ﾏﾘﾝｽﾎﾟｰﾂ体験 
 (8/24 B&G艇庫) 

○移動ｽｷｰ教室 

（1/26ﾋﾟﾘｶｽｷｰ場） 

・子ども達に好評なプログラムを提供できており、

各種大会等での成果を発揮できている。 
・新たな実施プログラムの提供については、子ども

達のニーズ等を把握しながら設定していきたい。 
・各区での取り組みがメインとなっているが、将来

的には総合的な実施プログラムの１本化を検討

していきたい。 

・自己評価どおりで良い 
・今後も継続して進められたい Ｂ Ａ 

25 ニュースポーツ体験教室 
○ｽﾎﾟｰﾂ体験教室 
（6/18.19.21町民体育館） 
（10/22.25.26町民体育館） 
「ﾍﾟﾀﾝｸ、ﾕﾆﾎｯｸ」 

 

○ﾌﾟｰﾙでOP ﾖｯﾄ体験会 
（6/16 B&Gﾌﾟｰﾙ） 
○ｽﾎﾟｰﾂ体験教室 
「ﾌﾗｲﾝｸﾞﾃ゙ ｨｽｸ,ﾎﾟー ﾄﾎﾞー ﾙ等」 
（6/28.29 B&G体育館） 

○ｶﾇｰ体験 
（7/7,8 B&G艇庫） 
○ｱｸｱｹﾞｰﾑ教室 
(7/23 B&G ﾌ゚ ｰﾙ) 
○ｽﾎﾟｰﾂ体験教室 
「ｽﾎﾟー ﾂﾁｬﾝﾊ ﾗ゙,ﾕﾆﾎｯｸ等」 
（11/27,28,29 B&G体育館） 

・誰もが取り組みやすく、気軽にできる種目を実施

できたことにより、普及促進につなげることが 

できた。 
・全町的なニュースポーツの普及を目指しながら、

継続して進めていきたい。 ・自己評価どおりで良い 
・今後も継続して進められたい Ｂ Ｂ 

26 スポーツ団体支援 

◎町体育協会補助 
◎町ｽﾎﾟｰﾂ少年団補助 
◎ｷｬﾝﾌﾟﾀｳﾝ推進の会補助 
 ・9団体受入 

◎ｽﾎﾟｰﾂﾌｪｽﾀ実行委員会補助 

 ・軟式野球競技会場支援 

（9/8真駒内球場他） 

 
◎スポーツ合宿実行委員会補助 

 ・2団体受入 

・各団体それぞれで計画的な活動が行われている。 
・団体運営に対する活動補助支援が継続的に進め 

られている。 
・各団体の運営や組織体制を把握しながら、将来的

に状況に応じた組織の見直しを検討する。 
・自己評価どおりで良い 
・今後も継続して進められたい Ｂ Ｂ 



平成２５年度せたな町社会教育行政推進事業実施評価一覧表（平成２４年度事業対象） 

№6 

■スポーツの振興（２） 

評価項目（事務事業） 
実  施  状  況 

自 己 評 価 意     見 
評価 

北檜山区 大成区 瀬棚区 H23 H24 

27 学校施設開放事業 
○学校施設開放 
 ・5団体 

 ・北檜山中、北檜山小 

○学校施設開放 
 ・9団体 

 ・久遠小、長磯小、大成中 

○学校施設開放 
 ・2団体 

 ・瀬棚小 

・効果的な開放事業となっており、住民の活動拠点

となっている。 
・学校施設であるため、利用の制限があるが、相互

の理解を深めることが必要。 

・自己評価どおりで良い 
・今後も更なる充実に期待する Ｂ Ｂ 

28 海洋リーダー派遣事業 

◎B&G海洋体験ｾﾐﾅｰ 
（7/28～8/2沖縄県） 

小学生3名派遣 
◎B&G体験ｸﾙｰｽﾞ 
（3/24～30小笠原諸島） 

中学生２名派遣 

 
◎北海道大会「水上の部：ｶﾇｰ」 

（8/5 新篠津村） 

・計画通り進んでいる。 
・主催者のＢ＆Ｇ財団の事業見直しにより、H24年

度をもって終了となった。 
（体験セミナー・体験クルーズ） 

・自己評価どおりで良い 
・今後の取り組みを視野に入れながら
体制整備に努められたい 

Ｂ Ｂ 

29 スポーツ施設の整備充実 

○町民体育館 
（電気設備修繕、消火設備設置、  

非常警報設備改修） 

○町民ﾌﾟｰﾙ 
（塗装補修、換気扇修理、照明配管

修理） 

○真駒内球場 
（ﾄｲﾚ改修、高圧気中開閉器改修） 
○北檜山ｽﾎﾟｰﾂ公園（ｸ ﾗ゙ﾝﾄﾞ整備） 
○丹羽ｽｷｰ場 
（ｷｭｰﾋ ｸ゚ﾙ塗装補修、管理棟屋根修理） 

○体育施設芝生管理 

○大成農村広場 
○大成ﾃﾆｽｺｰﾄ 
○大成町民ﾌﾟｰﾙ 
（ﾄｲﾚ水洗化） 

○大成ｽｷｰ場 
（第1ﾘﾌﾄﾜｲﾔー 交換） 
○大成中学校体育館 

○海洋ｾﾝﾀｰ体育館 
（外壁・屋根改修） 
○海洋ｾﾝﾀｰﾌﾟｰﾙ 
(ﾄｲﾚ水洗化) 
○海洋ｾﾝﾀｰ艇庫 
○瀬棚ｽﾎﾟｰﾂ広場 
○瀬棚ﾃﾆｽｺｰﾄ 
○三杉球場 

○夕陽丘ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場 

・必要に応じ改修を進めている。 
・各施設は、住民の活動拠点として効果的に利用 

されているが大型改修の必要な施設が多くある。 
※新年度改修工事予定 
 ①町民体育館消火設備設置工事 
②町民体育館玄関タイル改修工事 
③町民体育館車庫設置工事 

 ④真駒内球場暗渠等改修工事 
⑤北檜山スポーツ公園野球場グランド改修工事  

 ⑥北檜山スポーツ公園ゲートボール場屋根等 

改修工事 
⑦大成プール濾過器濾材交換工事 

 ⑧夕陽が丘パークゴルフ場水飲み場設置工事 

・自己評価どおりで良い 
・今後も計画的な整備に努められたい Ｂ Ｂ 

 

■国際交流の充実 

評価項目（事務事業） 
実  施  状  況 

自 己 評 価 意     見 
評価 

北檜山区 大成区 瀬棚区 H23 H24 

30 国際交流のつどい 

◎国際交流夏のつどい 
 ・8/24～9/1 

 ・留学生受入２人（ﾎｽﾄ２世帯） 

 ・事業  

対面式 

歓迎ﾊ゚ ｰﾃｨ 

   町内見学 

   高齢者大学交流 

   学校交流（3校） 

各種体験講座 

（茶道・陶芸・ﾏﾘﾝｽﾎﾟー ﾂ） 

家庭交流 

  

・ＨＩＦの事業全体において、ホストファミリーや

参加留学生が年々減少しており、今年度も２名の

留学生であったが、少ない人数に相応するプロ 

グラムを実施でき、留学生への気配りや移動等も

十分に対応できた。 
・ホストファミリーや来町する留学生数が少なけれ

ば事業規模が限定されてしまうので、内容を充実

させていくためのプログラムを検討していく 

必要がある。 

・自己評価どおりで良い 
・今後も継続して進められたい 

Ｂ Ｂ 

31 姉妹都市交流 

◎姉妹都市交流推進協議会補助 
◎訪問団受入 
（7/8～15成人3名、高校生5名） 
◎文化交流事業（瀬棚商業高校） 

◎ｼﾞｮﾝ神塚ﾋ ｱ゚ﾉｺﾝｻｰﾄ（3/14） 

  

・瀬棚商業高等学校の閉校に伴い、新たな取り組み

を検討している。 
・全町的な取り組みを進めながら、広く姉妹都市 

交流の意識の浸透を図る。 
・自己評価どおりで良い 
・新たな取り組みを検討しながら継続
して進められたい 

Ａ Ａ 

 




